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            令和３年第４回川場村議会定例会会議録第１号             

 

令和３年９月７日（火曜日） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議事日程 第１号 

   令和３年９月７日（火曜日）午前９時００分開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（５番・６番） 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 陳情文書表について 

日程第 ５ 議案第５３号 動産（ロータリ除雪車）の取得について 

日程第 ６ 議案第５４号 令和３年度川場村一般会計補正予算（第３号）について 

日程第 ７ 議案第５５号 令和３年度川場村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につい

て 

日程第 ８ 議案第５６号 令和３年度川場村介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 

日程第 ９ 議案第５７号 令和３年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

日程第１０ 議案第５８号 令和３年度川場村水道事業特別会計補正予算（第１号）について 

日程第１１ 議案第５９号 令和３年度川場村下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 

日程第１２ 認定第 １号 令和２年度川場村一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１３ 認定第 ２号 令和２年度川場村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

日程第１４ 認定第 ３号 令和２年度川場村介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１５ 認定第 ４号 令和２年度川場村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１６ 認定第 ５号 令和２年度川場村水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１７ 認定第 ６号 令和２年度川場村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１８ 報告第 ４号 株式会社田園プラザ川場の経営状況に関する書類の提出について 

日程第１９ 報告第 ５号 川場村土地開発公社の経営状況に関する書類の提出について 

日程第２０ 報告第 ６号 株式会社ウッドビレジ川場の経営状況に関する書類の提出について 

日程第２１ 報告第 ７号 川場村財政健全化判断比率報告書について 

日程第２２ 報告第 ８号 川場村公営企業資金不足比率報告書について 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１０人） 

         １番  津久井 俊 雄 君        ２番  角 田 宣 治 君 

         ３番  小 菅 秋 雄 君        ４番  飯 塚 貞 次 君 

         ５番  丸 山 敏 雄 君        ６番  細 谷 市 衛 君 

         ７番  星 野 孝 之 君        ８番  黒 田 まり子 君 

         ９番  新 木 敏 郎 君       １０番  角 田 文 雄 君 

欠席議員（なし） 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

    村     長  外 山 京太郎 君   副  村  長  宮 内   実 君 

    教  育  長  宮 内 伸 明 君   総 務 課 長  角 田 圭 一 君 

    住 民 課 長  宮 田 重 雄 君   健康福祉課長  小 林   巧 君 

    むらづくり振興課長  戸 部 正 紀 君   田園整備課長  今 井   忠 君 

    教育委員会事務局長  布 施 伸一郎 君   会 計 管 理 者  春 原 久 代 君 

    代表監査委員  角 田   清 君 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

    事 務 局 長  桒 原 達 也     書     記  田 中 玲 子 
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◎議長挨拶 

○事務局長（桒原達也君） ただいまから、令和３年第４回川場村議会定例会が開かれます。 

 開会に当たりまして、議長から挨拶があります。 

○議長（角田文雄君） おはようございます。 

 定例会開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日ここに、令和３年第４回川場村議会定例会が招集されましたところ、議員各位にはご参集賜り

厚く御礼申し上げます。 

 さて、今期定例会におきましては、動産の取得をはじめ、川場村各会計補正予算、令和２年度各会

計決算認定、人事案件等、数多くの重要案件が提出されております。議員各位におかれましては、慎

重な審議の上、適切な議会運営に努められますとともに、執行部の皆さんの格別なるご協力をお願い

申し上げ、開会の挨拶といたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎村長挨拶 

○事務局長（桒原達也君） 続きまして、村長から議会招集の挨拶があります。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） 皆さん、おはようございます。 

 開会に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日令和３年第４回川場村議会定例会を招集いたしましたところ、角田議長はじめ議員各位のご出

席をいただきまして、ここに開会できますことを心から御礼申し上げます。 

 ７月２３日に開幕した東京オリンピックは、海外からの観客を受け入れず、ほとんどの会場で無観

客となるなど、コロナ禍において過去に例を見ない大会となりました。そのような中ではありました

が、日本選手に限らず、世界各国の選手は最高のパフォーマンスを求め結果としてすばらしい大会で

幕を閉じることができました。大会関係者のご尽力、そして日本国民のモラルによって得られた結果

であることは間違いなく、歴史に残る東京大会であったことは言うまでもありません。 

 アメリカ、スターバリーへ中学３年生を派遣する国際交流事業の代替事業として、８月１６日から

１９日の４日間、中野ビレジを会場にイングリッシュキャンプが行われました。生徒、保護者のご理

解をいただき、２９名の参加が得られ、英語漬けの４日間を参加生徒は有意義に過ごしたとの報告が

ありました。リモート授業用に個別に貸与したパソコンを有効に活用したこの事業は、生徒の成長に

とって大変意義のあるものとなりました。この事業を単年に終わらせることなく継続することの重要

性を感じたところであります。 

 緊急事態宣言により村民体育祭や文化祭など、村民皆様に参加をいただく事業がことごとく中止と

なる中、川場小金管バンド、川場キッズが県大会で金賞を受賞し、１０月３日に行われる西関東大会

に出場することとなりました。コロナ禍にあって練習も制限される中、児童の奮闘に心から拍手を送
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るとともに、西関東大会での活躍を大いに期待しているところであります。 

 多くの自治体に緊急事態宣言が発せられたこともあり、９月５日のパラリンピックの閉会式は人流

激減の中で行われました。その中にあって、菅総理が突然自民党総裁選挙に立候補しないこととなり、

まさに政治は川の流れのように変わる今日であります。新型コロナウイルスにより混乱している社会

の政治空白による新たな社会不安が発生しないよう、また安定した日本経済への回帰が早急に実現す

るよう全ての国民が期待しているところであります。 

 新しい総裁の下で行われるこの衆議院選挙は、疲弊した日本経済の回復をはじめ、今後の国政の方

向を決める極めて重要な選挙であります。有権者はこの選挙の意義と重要性を認識し、進んで投票に

参加する必要があります。選挙制度の周知と投票総参加での広報活動を行い、投票率のアップを図る

よう選挙管理委員会へ要請を行ったところであります。 

 本定例会にご提案する案件は、一般会計及び各特別会計の補正予算案件６件、決算認定案件６件、

報告案件５件、人事案件２件、その他１件の、合わせて２０件であります。いずれの案件も慎重審議

の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、議会招集の挨拶といたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎開会・開議 

   午前９時０７分開会・開議 

○議長（角田文雄君） ただいまの出席議員数は１０名であります。定足数に達しておりますので、

ただいまから令和３年第４回川場村議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（角田文雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において５番丸山敏雄君、６番細谷市

衛君を指名いたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（角田文雄君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１３日までの７日間にしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から９月１３日までの７日間に決定いたしました。 
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     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（角田文雄君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 去る７月７日付で、川場村監査委員から議長宛てに財政援助団体等監査の結果報告書の提出があり

ました。報告書の写しはお手元に配付したとおりですのでご了承願います。 

 ８月２４日付で、教育委員会教育長から議長宛てに令和２年度川場村教育委員会事務事業点検評価

報告書の提出がありました。報告書の写しはお手元に配付したとおりですのでご承知願います。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 陳情文書表について 

○議長（角田文雄君） 日程第４、陳情文書表についてを議題といたします。 

 お手元に配付してあります陳情文書表について、所管の委員会に付託し、十分に審議をお願いした

いと思いますが、よろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） それでは読み上げます。 

 受理番号７番を総務文教常任委員会に付託いたします。 

 ご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 異議なしと認めます。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第５ 議案第５３号 動産（ロータリ除雪車）の取得について 

○議長（角田文雄君） 日程第５、議案第５３号、動産（ロータリ除雪車）の取得についての件を議

題といたします。 

 議案の朗読を省略し、ただちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第５３号 動産（ロータリ除雪車）の

取得について、提案理由の説明を申し上げます。 

 本件は、令和３年度社会資本整備総合交付金事業、ロータリ除雪車の取得につきまして、日の丸デ

ィーゼル株式会社と、２，９５９万円で取得したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第３条の規定に基づき村議会の議決を得ようとするため提案するものでありま

す。 
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 慎重審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（角田文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第５３号 動産（ロータリ除雪車）の取得についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（角田文雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第６ 議案第５４号 令和３年度川場村一般会計補正予算（第３号）について 

○議長（角田文雄君） 日程第６、議案第５４号 令和３年度川場村一般会計補正予算（第３号）に

ついての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております議案第５４号 令和３年度川場村一般会計

補正予算（第３号）について提案説明を申し上げます。 

 今回の補正予算は、既決の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７億６，９５７万２，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億８，９３９万７，０００円とするものであ

ります。 

 歳入の主なものは、国庫支出金３億５，２３０万円、村債３億４，４０４万４，０００円、繰越金

６，９１０万円、地方交付税４９２万４，０００円、諸収入６２万４，０００円、県支出金２８万円

をそれぞれ追加計上し、使用料及び手数料１７０万円減額計上いたしました。 

 次に、歳出の主なものについてご説明いたします。 

 第２款総務費は７億４，１５５万６，０００円を追加計上いたしました。役場庁舎建設工事請負費、

庁用備品購入費等であります。 

 第３款民生費は１，３９１万４，０００円を追加計上いたしました。介護保険事業特別会計繰出金、

デイサービスセンター補修工事請負費等であります。 

 第４款衛生費は２４３万５，０００円を追加計上いたしました。ワクチン接種関連経費等でありま
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す。 

 第６款農林水産業費は３２９万４，０００円を追加計上いたしました。有害鳥獣対策経費、治山林

道関連経費等であります。 

 第７款商工費は３２３万１，０００円を追加計上いたしました。企業誘致奨励金、観光施設修繕費

であります。 

 第８款土木費は３７４万５，０００円を追加計上いたしました。道路台帳補正委託料、舗装補修等

工事請負費等を追加し、下水道事業特別会計繰出金を減額いたしました。 

 第１０款教育費は１３９万７，０００円を追加計上いたしました。小中一貫校施設等基本構想作成

委託料、施設管理委託料等を追加し、交流事業及び体育祭開催費を減額いたしました。 

 以上、概要説明申し上げましたが、詳細につきましては担当課長より説明を申し上げます。よろし

くご審議の上、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（角田文雄君） ここで担当課長の細部説明を求めます。 

 総務課長。 

              〔総務課長 角田圭一君発言〕 

○総務課長（角田圭一君） それでは、令和３年度川場村一般会計補正予算（第３号）の細部説明を

いたします。 

 令和３年度川場村の一般会計補正予算（第３号）では、歳入歳出それぞれ７億６，９５７万２，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億８，９３９万７，０００円とするも

のです。 

 ４ページをご覧ください。 

 ４ページでは、第２表債務負担行為補正、１変更、役場庁舎建設事業、変更前１３億３５０万円、

変更後２４億４，８０５万円。 

 一番最後のページ、３１ページをご覧ください。 

 ３１ページでは、この債務負担行為の期間は令和３年度から令和４年度で、財源内訳は国県支出金

３億５，２００万円、地方債１５億８，１４０万円、その他１億３，２１６万９，０００円、一般財

源３億８，２４８万１，０００円となっております。 

 ５ページへお戻りください。 

 ５ページでは、第３表地方債補正、１追加、防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債、限度額１億

７，６００万円、これは太陽光発電、木質チップ発電等特殊設備に係るものでございます。 

 ２変更、臨時財政対策債、補正前の限度額６，４００万円、公共施設等適正管理推進事業債４億９，

５１０万円、一般事業債３億４，２００万円。臨時財政対策債は一般財源として使用されます。公共

施設等適正管理事業債及び一般事業債は、役場庁舎建設事業に充てられるものでございます。補正後

の限度額といたしまして、初年度で７，０２４万４，０００円、５億５，８２０万円、４億４，０７
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０万円となっております。 

 ６ページをご覧ください。 

 歳入歳出予算事項別明細書になっております。 

 歳入でございます。 

 補正前の額３７億１，９８２万５，０００円、補正額、各欄の補正額はご覧のとおりで、補正額合

計は７億６，９５７万２，０００円で、歳入合計を４４億８，９３９万７，０００円とするものです。 

 ７ページをご覧ください。 

 歳出になります。 

 補正前の額３７億１，９８２万５，０００円、補正額、各欄の補正額はご覧のとおりで、補正額合

計は７億６，９５７万２，０００円、歳出合計は４４億８，９３９万７，０００円となります。 

 補正予算額の財源内訳といたしまして、国県支出金３億５，２５８万円、地方債３億３，７８０万

円、その他１７０万、失礼しました、１０７万６，０００円を更正減、一般財源８，０２６万８，０

００円です。 

 ８ページをご覧ください。 

 ここからは、歳入の詳細説明になります。 

 １０款１項１目地方交付税４９２万４，０００円追加。 

 １３款２項２目学童保育料１７０万円の更正減、これは学童保育料の中に教材費及びおやつ代が入

っていたことからここでは更正減しております。 

 １４款１項１目過年度分３０万円、介護保険の低所得者保険料軽減負担金ということでございます。

これは、介護保険特別会計に繰り出しされます。１４款２項１目二酸化炭素排出抑制対策事業費等補

助金３億５，２００万円、これは太陽光発電、木質チップ発電の特殊設備に係る補助金でございます。 

 ９ページになります。 

 １５款２項４目農業災害対策事業費補助金１７万円、これはリンゴの凍霜害に係る県の補助金でご

ざいます。５目地域振興調整費補助金１１万円、これは観光情報発信に係る県補助金でございます。 

 １９款１項１目前年度繰越金６，９１０万円、これは決算の確定したことによるものです。 

 ２０款４項６目群馬県市町村振興協会魅力あるコミュニティ助成金１０７万６，０００円の更正減、

これは中野地区で神社の幕、それからポールを設置いたしましたが、事業費が確定したため残額を更

正減しております。学童おやつ代及び教材費１７０万円、これは先ほど使用料及び手数料のところで

学童保育料からおやつ代等を引いたため、ここで予算の組替えを行いました。 

 ２１款１項１目臨時財政対策債６２４万４，０００円。 

 １０ページになります。 

 ２目公共施設等適正管理推進事業債６，３１０万円、一般事業債９，８７０万円、これにつきまし

ては、役場庁舎建設事業によるものです。８目防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債１億７，６０



－9－ 

０万円、これは太陽光発電、木質チップ発電の特殊設備に係るものでございます。 

 続いて、１１ページをご覧ください。 

 歳出になります。 

 歳出、２款１項１目一般管理費、ここの人件費に係るものですが、会計年度職員がフルタイムから

パートタイムに変更になったために、報酬、給料、職員手当等が変更されております。７節報奨費、

東京在住川場村人会賞賜金３０万円の更正減、これは毎年４月に行われております村人会がなかった

ため更正減いたしました。１８節負担金補助及び交付金、群馬県市町村振興協会魅力あるコミュニテ

ィ助成事業補助金１０７万６，０００円の更正減、先ほど歳入のところで説明いたしましたが、中野

地区で行われた事業が発生したために更正減となっております。 

 続いて３目財産管理費１７節備品購入費、防災護身ユニット購入費１９万８，０００円、これは先

日上毛新聞の広告欄にも出ておりましたが、さすまたですとかネットランチャー、催涙スプレー等、

庁舎内に不審者等が侵入してきた場合に備えての備品購入費となっております。 

 続いて、１２ページをご覧ください。 

 １２ページ、９目地域づくり事業費でございますが、これは地域おこし協力隊に係るものでござい

まして、地域おこし協力隊員が６月に１名退職し、８月に２名を採用いたしました結果、このような

事業費となっております。 

 １１目新拠点構想推進費の役場庁舎建設工事７億２，５６０万４，０００円、これにつきましては、

過日の全員協議会で担当課長より説明させていただきましたが、ここで改めて説明させていただきま

す。 

 エネルギーセンターの建屋が６，６９２万４，０００円、特殊設備、太陽光発電、木質発電関係が

５億２，８００万円、庁舎躯体工作物が１，２８７万円、渡り廊下関係３，９２７万円、共同溝１，

５８４万円、外構工事６，２７０万円となっております。この足し上げたものが７億２，５６０万４，

０００円となっております。 

 １２目生活支援対策事業費、委託料でインターネット仮想ブラウザ導入作業費及び１７節備品購入

費の中で、インターネット仮想ブラウザ機器購入費１，２００万円、これは６月補正で予算化してい

ただきましたが、その当時の見積もりから画面転送等の一部システムが漏れていたために今回追加さ

せていただくものです。よろしくお願いいたします。 

 続いて、１３ぺージになります。 

 中ほどにあります、２款３項１目戸籍住民基本台帳費の中にあります需用費１７万３，０００円、

戸籍・住基バックアップ用消耗品でございますが、これはバッテリーの購入費でございます。 

 続きまして、１５ページをご覧ください。 

 １５ページの一番上にあります１４節工事請負費ですが、デイサービスセンター補修工事費８７５

万６，０００円、これはデイサービスセンターの給湯用ヒーターが老朽化したために更新するもので
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ございます。２７節繰出金、介護保険事業特別会計繰出金３１１万２，０００円、これについては歳

入のところで申し上げました過年度分が充当されております。 

 ５目身体障害者福祉費、重度身障日用生活用具給付扶助費２５万円、これは１名分でございます。 

 ３款２項１目需用費３５万２，０００円、これは学童クラブの玄関のところで補修が必要になった

ことから修繕費といたしました。１７節備品購入費では学童クラブ施設部品、学習机１０台を見込ん

でおります。それから、２２節償還金利子及び割引料、令和２年度子育て世帯への臨時特別給付金給

付事務費補助金返金でございますが、４０万４，０００円、これはこの事業に係るシステム改修費が

予定より廉価で収まったために、ここで返還することになっております。 

 続きまして、１６ページ、４款１項３目環境衛生費ホテル田園プラザ集塵機修理費２３万１，００

０円。 

 続いて４目母子保健費、子育て世代包括支援センター運営費で１０万５，０００円、これは乳幼児

の身長測定機の購入になります。 

 それから１１目新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費でございますが、３節職員手当等、

時間外勤務手当３２３万円、管理職特別勤務手当２７万円が追加されておりますが、土日に職員が大

勢出勤したために今回追加させていただきました。７節報奨費で、ワクチン接種報償費７９５万円更

正減となっておりますが、集団接種が終了したために額が確定し、ここで更正減いたしました。それ

に代わって、１２節委託料のところでワクチン個別接種委託料３００万円、これは集団接種できなか

った、集団接種をされなかった方が各医療機関でワクチン接種を受けたときに、医療機関から請求が

来るものとなっております。 

 続きまして、６款１目、失礼しました、６款１項３目農業振興費、農業災害対策事業費補助金２５

万７，０００円、これはリンゴの凍霜害に係る補助金で県が３分の２、村が３分の１を負担いたしま

す。 

 ８目土地改良総合整備事業費１２節委託料で、小規模農村整備事業調査設計業務委託料は８５万８，

０００円追加されておりますが、次のページで上宿原土地改良事業の調査設計・換地設計業務委託料

が５７４万３，０００円更正減されております。１４節工事請負費では、上宿原地区の土地改良事業

工事請負費が５０６万５，０００円追加計上されております。 

 続いて、６款２項２目林業振興費でございますが、ここでは駆除した有害鳥獣を現場で撮影いたし

まして、いつ、どこで何を捕獲したかデータ化するものとなっております。 

 ３目治山林道費、ここでは林道太郎線に係るものでございまして、１８節負担金補助及び交付金、

県単林道応急施設事業負担金１５０万円ですが、県営事業でやっております林道工事の村負担分が２

分の１ということで、県分の事業が３００万円の事業が追加されたためにその半分を村が負担すると

いうことで１５０万円となっております。 

 １９ページ、商工費、失礼しました、７款１項１目商工総務費で企業誘致奨励金１３２万５，００
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０円、これは株式会社ニチネンの償却資産分となっております。 

 ２目観光費１０節需用費、観光施設修繕費、これは川場村体育館の自動ドア２基、それからホテル

田園プラザの自動ドア１基、合わせて３基の自動ドアの修繕工事費でございます。続いて１４節工事

請負費、観光施設修繕工事８５万６，０００円、これは消防署より指摘がありましたやすらぎの家の

消防設備の修繕工事となっております。 

 続いて、８款１項１目土木管理費１２節委託料、道路台帳補正委託料が１３９万７，０００円、１

８節負担金補助及び交付金が、住宅リフォーム助成金が２５万円となっております。 

 ８款２項１目道路維持費で舗装補修等工事請負費２５４万１，０００円、これは村道の補修工事と

なっております。 

 続いて、２０ページ、道路新設改良費の補償補塡及び賠償金ですが、立木補償費といたしまして５

０万円、これは谷地生品線の電柱移設補償費となっております。 

 そして、８款４項１目下水道事業特別会計繰出金が１０４万３，０００円更正減です。 

 それから２１ページに行きまして、１０款１項２目事務局費の中の１２節委託料で、小中一貫校施

設等基本構想作成委託料５０万円、これは今後小中一貫校を推進していく中で概算事業費の算定を委

託するものでございます。 

 そして、そのページの一番下にあります、１０款５項２目文化会館費、文化会館等修繕料で２８万

９，０００円、これは文化会館にありますオイルタンク等の修繕費となっております。 

 ２２ページに行きまして、１２節委託料の中で、施設管理委託料、冷暖房切替点検整備委託料が８

８万円、特殊建築物定期調査業務委託料は３４万円、この特殊建物の定期調査につきましては、３年

に１度、法令で行わなければならないものとなっております。 

 それから、４目の交流事業につきましては、世田谷区との交流事業が中止となってしまったために

ここで更正減しております。 

 また、１０款６項１目ですが、村民体育祭や様々な大会が中止されたことによりまして、その経費

をここで更正減しております。 

 細部説明は以上とさせていただきます。 

○議長（角田文雄君） これをもって提案理由の説明及び細部説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 本案は、歳入、歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をしてください。 

 質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 
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○議長（角田文雄君） これで討論を終わります。 

 これより、議案第５４号 令和３年度川場村一般会計補正予算（第３号）についての件を採決いた

します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（角田文雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 議案第５５号 令和３年度川場村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につい

て 

○議長（角田文雄君） 日程第７、議案第５５号 令和３年度川場村国民健康保険事業特別会計補正

予算（第１号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、議案第５５号 令和３年度川場村国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，４３７万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を４億２，３０５万１，０００円とするものであります。 

 歳入の主なものは、都道府県支出金３，４７０万６，０００円、繰越金５９０万５，０００円、諸

収入３３０万６，０００円をそれぞれ追加補正するものであります。 

 次に、主な歳出でありますが、保険給付費の療養諸費３，７００万円、高額療養費４９９万１，０

００円を追加し、国民健康保険事業納付金の額が確定したことによる４０８万７，０００円の減額、

国民健康保険被保険者に対し疾病予防事業等を行う経費として、保健事業費に２７０万７，０００円、

諸支出金３３０万６，０００円を追加補正するものであります。 

 なお、本案につきましては去る８月３１日に開催されました川場村国民健康保険運営協議会に諮問

し、了承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提

案説明といたします。 

○議長（角田文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 本案は、歳入、歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をしてください。 

 質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第５５号 令和３年度川場村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につい

ての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（角田文雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第８ 議案第５６号 令和３年度川場村介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 

○議長（角田文雄君） 日程第８、議案第５６号 令和３年度川場村介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、議案第５６号 令和３年度川場村介護保

険事業特別会計補正予算（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，３２１万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を４億９，７９５万８，０００円とするものであります。 

 歳入の主なものは、国庫支出金４５７万８，０００円、支払基金交付金６０７万５，０００円、県

支出金３７９万２，０００円、繰入金３１１万２，０００円、繰越金５６５万８，０００円を追加補

正するものであります。 

 次に、主な歳出でありますが、保険給付費の介護サービス等諸費に２，０５０万円、高額介護サー

ビス等費に６３万円、特定入所者介護サービス等費に１００万円、高額医療合算介護サービス等費に

３７万円、国庫等への償還金として６８万５，０００円をそれぞれ追加補正するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る８月３１日に開催されました川場村介護保険運営協議会に諮問し

了承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説

明といたします。 

○議長（角田文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 本案は、歳入、歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をしてください。 

 質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 
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○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第５６号 令和３年度川場村介護保険事業特別会計補正予算（第１号）についての

件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（角田文雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 議案第５７号 令和３年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

○議長（角田文雄君） 日程第９、議案第５７号 令和３年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、議案第５７号 令和３年度川場村後期高

齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３０８万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を９，

３８０万６，０００円とするものであります。 

 歳入でありますが、繰越金３０８万１，０００円を追加補正するものであります。 

 次に、歳出でありますが、予備費として３０８万１，０００円を追加補正するものであります。 

 原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説明といたします。 

○議長（角田文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 本案は、歳入、歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をしてください。 

 質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第５７号 令和３年度川場村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
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の件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（角田文雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１０ 議案第５８号 令和３年度川場村水道事業特別会計補正予算（第１号）について 

○議長（角田文雄君） 日程第１０、議案第５８号 令和３年度川場村水道事業特別会計補正予算

（第１号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、議案第５８号 令和３年度川場村水道事

業特別会計補正予算（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８２２万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を５，

１２１万５，０００円とするものであります。 

 歳入な主な要因ですが、水道法の一部改正に伴い、水道施設台帳の整備が義務づけられたことによ

り、水道事業基金繰入金を６５９万１，０００円追加、また、令和２年度決算による繰越金が確定し

たことに伴い、当初予算との差額１６３万２，０００円を追加補正するものであります。 

 歳出の主な要因ですが、先ほど歳入でも申し上げましたが、水道施設台帳の整備を中心に、総務管

理費を４７８万５，０００円追加、また、金山平浄水場、非常用発電機修理に伴う非常用発電機賃貸

借料を中心に水道管理費を３４３万８，０００円追加補正するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る８月３１日に開催されました川場村上下水道運営協議会に諮問し、

了承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説

明といたします。 

○議長（角田文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 本案は、歳入、歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をしてください。 

 質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これより、議案第５８号 令和３年度川場村水道事業特別会計補正予算（第１号）についての件を

採決いたします。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（角田文雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第５９号 令和３年度川場村下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 

○議長（角田文雄君） 日程第１１、議案第５９号 令和３年度川場村下水道事業特別会計補正予算

（第１号）についての件を議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、議案第５９号 令和３年度川場村下水道

事業特別会計補正予算（第１号）について提案説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２５１万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億９，８８

３万円とするものであります。 

 歳入の主な要因は、令和３年度決算による繰越金が確定したことに伴い、一般会計繰入金を１０４

万３，０００円減額補正し、繰越金を３５５万３，０００円追加補正するものであります。 

 歳出の主な要因は、マンホールポンプの修繕工事を中心に公共下水道業務管理費を３７４万６，０

００追加、また職員の人事異動、下水道、もとい、下水処理場の電気改修工事から処理場施設の耐震

及びストックマネジメント計画の更新へ財源変更することにより公共下水道事業費を１２３万６，０

００円減額するものであります。 

 なお、本案につきましては、去る８月３１日に開催されました川場村上下水道運営協議会に諮問し、

了承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご決定くださいますようお願い申し上げ、提案説

明といたします。 

○議長（角田文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 本案は、歳入、歳出とも一括して質疑を許しますが、予算書のページを言って質疑をしてください。 

 質疑はありませんか。津久井議員。 

              〔１番 津久井俊雄君発言〕 

○１番（津久井俊雄君） お伺いいたします。 

 ７ページ、１２節の委託料２，０００万円、それから１４節で減額しておりますが、この説明を聞

かせてください。 
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○議長（角田文雄君） 田園整備課長。 

              〔田園整備課長 今井 忠君発言〕 

○田園整備課長（今井 忠君） ただいまの津久井議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、委託料２，０００万円でございますけれども、こちらはストックマネジメントと呼ばれるも

のでございまして、令和４年度まで計画は済んでいるんですけれども、こういったものは定期的に更

新することが義務づけられておりますので、耐震計画、耐震計画も処理場のほうは済んでいるんです

けれども、そのほかの曝気槽と呼ばれる生けすですとか、前処理棟と呼ばれるようなところは済んで

おりませんので、そちらの耐震の計画とストックマネジメントを併せて計上させていただいておりま

す。代わりと言ってはちょっとおかしいんですけれども、工事請負費の２，０００万円減額でござい

ますけれども、こちらは当初処理場管理棟の電気経路も全て更新を行う予定だったんですが、単年で

はちょっと賄えないということになりましたので、今回こちら２，０００万円を減額させていただい

てストックマネジメントのほうに財源変更させていただいたということでございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（角田文雄君） 津久井議員。 

              〔１番 津久井俊雄君発言〕 

○１番（津久井俊雄君） たまたま私はこの数字が、委託料と工事請負費が同額でございましたので、

その意味をただしたわけでございます。ありがとうございました。理解できました。 

○議長（角田文雄君） ほかに質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第５９号 令和３年度川場村下水道事業特別会計補正予算（第１号）についての件

を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

              〔賛成者挙手〕 

○議長（角田文雄君） 挙手全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩をいたします。１０時１０分から始めます。よろしくお願いします。 

   午前 ９時５５分休憩 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   午前１０時１０分再開 

○議長（角田文雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１２ 認定第１号 令和２年度川場村一般会計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１３ 認定第２号 令和２年度川場村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

◎日程第１４ 認定第３号 令和２年度川場村介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１５ 認定第４号 令和２年度川場村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１６ 認定第５号 令和２年度川場村水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１７ 認定第６号 令和２年度川場村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

○議長（角田文雄君） 日程第１２、認定第１号 令和２年度川場村一般会計歳入歳出決算の認定に

ついての件から、日程第１７、認定第６号 令和２年度川場村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定についての件までの６件を一括議題といたします。 

 議案の朗読を省略し、直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、認定第１号 令和２年度川場村一般会計

歳入歳出決算の認定についてから、認定第６号 令和２年度川場村下水道事業特別会計歳入歳出決算

の認定については、地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の意見をつけて議会の認定

に付するものであります。 

 それでは、各会計の決算の概要について説明申し上げます。 

 これまでに世界的に経験したことのない新型コロナウイルス感染症の拡大は、我が国経済が直面す

る最大の壁となっており、その対策として地方創生臨時交付金による経済の底上げが実施されました。

これは全世代、各業種に対し経済的な安心安全を提供するものとなりました。しかし、感染拡大防止

による人流抑制対策は末端経済まで浸透し、日本経済は極めて深刻さを増しており、社会、経済、地

域など幅広い分野に大きな影響を与えています。 

 このような情勢の中、川場村においても厳しい財政状況の中ではありますが、拠点整備事業に着手

し川場村の特性を生かした魅力あふれる村づくりや住民福祉に努めてまいりました。 

 最初に、令和２年度一般会計歳入歳出決算の状況について申し上げます。 

 決算額は、歳入の総額が前年度比１０．２％増の３６億４，８９１万３，０４５円、歳出の総額が

前年度比８．８％増の３３億１，４０８万６，４２１円となりました。歳入歳出差引額は３億３，４

８２万６，６２４円となり、ここから繰越明許費により翌年度へ繰越しすべき財源を差し引いた実質

収支額は２億５，２１２万６，６２４円となった次第であります。 

 歳入の概要でございますが、歳入のうち最も重要な財源である村税は、歳入総額の１０．６％を占

め、前年度に比べ７７５万５，０００円の増額となりました。また、歳入の３６．３％を占める地方
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交付税は前年度に比べ５，９２３万６，０００円の増額となりました。国県支出金につきましても補

助事業を最大限に活用したことで前年度に比べ３億５，３６２万９，０００円の増額となりました。

村の借入金であります村債は、臨時財政対策債をはじめ土木債、教育債、農林水産業債のほか、新た

に総務債の借入れを行いましたが、前年度に比べ５，４０９万円の減額となりました。 

 次に、歳出の概要でありますが、歳出の予算現額３８億５，９５３万３，０００円に対する執行割

合は８５．９％となりました。 

 目的別に構成比の高い経費から見てみますと、総務費１１億１，１２５万９，０００円で構成比は

３３．５％、民生費５億４，０９０万６，０００円で構成比１６．３％、土木費５億２，２１８万３，

０００円で構成比は１５．８％となっています。 

 これらの支出を性質別に見ますと、投資的経費が国の社会資本整備総合交付金を活用した村道谷地

生品線の道路改良事業及び橋梁事業をはじめ小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業など、

多くの補助事業を実施いたしましたが、前年度比２２．７％減の６億１，３２２万６，０００円とな

りました。一方義務的経費につきましては公債費が１，７９８万３，０００円ほど増加した結果、全

体では前年度比２．９％増の９億４，０４０万５，０００円でありました。 

 このような中、財政の弾力性を示す経常収支比率は７７．３％で、前年度に比べて５．３ポイント

減少となりました。経常収支比率は全国的に増加傾向にあり財政構造の硬直化が進んでいる中、本村

では平均より低い比率に抑えることができました。この数値は決算内容により毎年変動する要素を持

っておりますので、今後も経常収支比率を少しでも低下させるよう健全財政の確保に努力していきた

いと考えております。 

 以上、一般会計決算に対する総括的なご説明を申し上げましたが、執行面における内容や効果、実

績等につきましては、お配りしてございます説明書をご覧いただきたいと思います。 

 なお、細部につきましては会計管理者より説明申し上げますのでよろしくお願いをいたします。 

 次に、令和２年度川場村国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算についてですが、被保険者の健康

と生活を守るため、特定健康診査及び特定保健指導の実施、生活習慣病予備軍に対しての保健指導プ

ログラムの実施など、被保険者の健康保持、増進に取り組んでまいりました。また、群馬県や関係機

関との連携を図り、安定的な運営となるよう適正な事業運営に努めたところであります。 

 決算の状況でありますが、歳入が前年度に比べ４．２％減の４億２，３４４万１，９７０円で、歳

出が８％減の３億９，４６６万５，２２１円となり、歳入歳出の差引額は２，８７７万６，７４９円

となりました。このうち２，２８７万円を基金に繰り入れ、残りを翌年度への繰越金といたしました。 

 次に、令和２年度川場村介護保険事業特別会計歳入歳出決算についてですが、被保険者の健康寿命

の延伸と、団塊の世代が７５歳を迎える２０２５年問題を見据え、介護予防事業など効果的かつ効率

的に実施するとともに、高齢者が住み慣れた地域でお互いに支え合いながら安心して暮らし続けられ

る地域包括ケア体制づくりに努めてまいりました。 
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 決算の状況でありますが、歳入が前年度に比べ３．３％増の４億６，４８１万６，３７５円、歳出

が２．９％増の４億５，２１５万７，００６円となり、歳入歳出の差引額が１，２６５万９，３６９

円となりました。このうち７００万円を基金に繰り入れ、残りを翌年度への繰越金といたしました。 

 次に、令和２年度川場村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についてですが、高齢者の医療の確

保に関する法律に基づき、７５歳以上の高齢者の方が安心して医療を受けることができるよう、群馬

県後期高齢者医療広域連合と連携を図り適正な事業運営に努めてまいりました。 

 決算の状況でありますが、歳入が前年度比０．９％減の８，８３０万２８３円で、歳出が前年度比

１．９％減の８，５２１万７，４７２円となり、歳入歳出差引額は３０８万２，８１１円となりまし

た。全額翌年度への繰越金といたしました。 

 次に、令和２年度川場村水道事業特別会計歳入歳出決算についてですが、給水戸数１，０６６戸、

給水人口３，０９５人に対し、安心安全で安定した水の供給をいたしました。また、簡易水道事業と

して設置されている施設の維持管理を万全に期すとともに、農業用水用のメーター器の検満に伴い交

換を実施いたしました。 

 決算の状況でありますが、歳入が前年度比１．７％増の４，５９０万１，９６５円、歳出が前年度

比７．１％増の４，３２６万９，２８６円となり、歳入歳出差引額は２６３万２，６７９円で、全額

翌年度への繰越金といたしました。 

 最後に、令和２年度川場村下水道事業特別会計歳入歳出決算についてですが、公共用水域の水質保

全と、快適な生活環境の確保のため、下水処理場の維持管理、また下水処理場におきまして耐震基準

を満たしていないことから、耐震工事を行いました。下水道の普及率は８７．９％でありました。 

 決算の状況でありますが、歳入が前年度比８％増の２億９１５万２，２１１円、歳出が９．５％増

の２億４５９万８，７８１円となり、歳入歳出差引額は４５５万３，４３０円で、全額翌年度への繰

越金といたしました。 

 以上、一般会計及び特別会計の決算につきましての提案説明をいたしましたが、各決算については、

去る８月２３日及び２４日の２日間で実施されました決算審査に付し、監査委員の意見を得ておりま

すこと、また後期高齢者医療特別会計を除く各特別会計につきましては、去る８月３１日に開催され

ました各運営協議会に諮問し、了承を得ておりますことを申し添え、原案のとおりご認定くださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長（角田文雄君） ここで、会計管理者の細部説明を求めます。会計管理者。 

              〔会計管理者 春原久代君発言〕 

○会計管理者（春原久代君） それでは、令和２年度川場村一般会計歳入歳出決算の細部説明をさせ

ていただきます。 

 決算書の７ページをお開きください。 

 最初に、歳入について主なものをご説明いたします。 
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 見出しの左から、款、項、目、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額となってい

ます。 

 最初に１款の村税ですが、調定額は３億８，８９２万３，４９０円、このうち収入済額は３億８，

８１２万５，８１２円で、前年度より約７７０万円の増額、率にして２％の増加でした。また、収納

率につきましても前年度より０．７ポイント上昇の９９．８％となりました。なお、不納欠損額は２

万６，７９２円で、内容は１項の村民税２名分となっております。増加となった主な要因は川場スキ

ー場の入込客が堅調であったことにより１項のうち２目の法人が増加したことや、企業誘致により、

２項のうち１目の固定資産税が増加したことなどが要因と考えられます。 

 一方で、次の８ページになりますが、村内のたばこ小売店の減少により４項の村たばこ税の減少や、

新型コロナウイルス感染症の影響により５項の入湯税が大幅に減少いたしました。 

 次に、２款地方譲与税ですが、収入済額は４，８６３万５，０００円で、前年度より約４６０万円

の増額、率にして１０．５％の増加でした。これは、３項の森林環境譲与税の増加によるものになり

ます。 

 続いて、９ページの下のほうになりますが、７款の地方消費税交付金の収入済額は８，０００万円

で、前年度より約１，４８０万円の増額、率にして２２．８％の増加でした。 

 続いて、１０ページをお開きください。 

 １１款の地方交付税ですが、収入済額は１３億２，３５０万６，０００円で、前年度より約５，９

２０万円の増額、率にして４．７％の増加でした。 

 続いて、下の１１ページ、１４款の使用料及び手数料ですが、収入済額は６，４３５万７，０３０

円で、前年度より約６４０万円の減額、率にして９．１％の減少でした。１項使用料の収入済額は５，

３４１万２６０円で、新型コロナウイルス感染防止のため体育施設や観光施設等を閉鎖した影響によ

り、前年度より約６５０万円の減額でした。内訳につきましては、１目の総務使用料として田園プラ

ザの使用料、２目の観光使用料として体育館やテニスコートなどの使用料になります。また、４目の

土木使用料のうち、１節の道路使用料の不納欠損額は５２万９，２００円、また、収入未済額は１６

万４，１００円で、内容は共に道路占用料１名分になります。 

 また、次の１２ページになりますが、５目の教育使用料として、スポーツクラブや武道館、スポー

ツ広場などの使用料になります。続いて、２項手数料の収入済額は１，０９４万６，７７０円で、主

な収入は２目民生手数料として学童保育料になります。なお、不納欠損額は５万円で学童保育料１名

分になります。 

 次に、１５款国庫支出金ですが、収入済額は９億６５２万７，１６４円で、前年度より約４億２，

９５０万円の増額、率にして８６．１％の増加でした。 

 下の１３ページになりますが、１項国庫補助金の収入済額は１億２，８７２万２，１３９円で、前

年度より約９６０万円の増額、率にして８．１％の増加です。これは、子育て世帯への臨時特別給付
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金事業補助金が交付されたことによる増加になります。また、２項国庫補助金の収入済額は７億７，

６０５万６，４１９円で、前年度より約４億９７０万円の増額、率にして１１１．８％の増加でした。

増加となった主な要因は、１目の総務費国庫補助金として新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金や、特別定額給付金事業補助金などが交付されたことによる増加になります。 

 続いて、１５ページをお開きください。 

 １６款の県支出金ですが、収入済額は１億７，０７０万７，１７２円で、前年度より約６，５８０

万円の減額、率にして２７．８％の減少でした。主な収入は、かわば森のこども園に係る保育給付費

負担金や多面的機能支払交付金などになります。 

 次に、１８ページをお開きください。 

 １８款の寄附金ですが、収入済額は１億２，７９４万１，５００円で、前年度より約１６０万円の

増額、率にして１．３％の増加です。なお、件数につきましては、一般給付金が８件、ふるさと寄附

金が１，６４１件、企業版ふるさと寄附金が３件となります。 

 次に、１９款の繰入金ですが、収入済額は１億３，３４０万円で、内容は各基金からの繰入金にな

ります。 

 続いて、下の１９ページの２０款繰越金の収入済額は１億４，３８０万４，９８９円で、前年度か

らの繰越金になります。 

 次に、２０ページをお開きください。 

 ２１款諸収入ですが、収入済額は４，７７５万４，６４８円で、主な収入は４項雑入のうち５目の

学校給食費になります。なお、不納欠損額は１万８，４００円で１名分になります。 

 次に、下の２１ページになりますが、２２款村債の収入済額は２億４万４，０００円で、前年度よ

り約５，４００万円の減額、率にして２１．３％の減少です。内容は、１目の臨時財政対策債、２目

の総務債、３目の農林水産業債、４目の土木債、７目の教育債になります。 

 以上、令和２年度の歳入合計は、予算現額３８億５，９５３万３，０００円、収入済額３６億４，

８９１万３，０４５円、不納欠損額６２万４，３９２円、収入未済額９３万４，９８６円となりまし

た。なお、予算額に対する執行率は９４．５％です。 

 続いて、歳出について主なものをご説明いたします。 

 ２３ページをお開きください。 

 見出しは左から、款、項、目、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額、備考となっています。 

 最初に１款議会費の支出済額は４，４２８万６，９０１円で、前年度より約２７０万円の減額、率

にして５.９％の減少です。主な支出内容は、人件費や議員活動経費になります。 

 次に、２款総務費の支出済額は１１億１，１２５万９，１７２円で、前年度より約５億２，２５０

万円の増額、率にして８８．８％の増加です。また、繰越明許費の１億７４９万５，０００円につい

ては、役場庁舎新築工事に伴う実施設計事業や拠点構想、地質調査事業、また、社会保障税番号制度
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システム整備事業などを令和３年度へ繰り越したものになります。１項１目一般管理費の主な支出は

人件費や一般行政事務に要した経費になります。 

 次に、２４ページをお開きください。 

 ３目財産管理費の支出済額１億３，９００万８３１円については、主に役場庁舎等の維持管理費や

基金積立金などになります。 

 次に、下の２５ページの４目企画費の支出済額は８，８０４万８，７８８円、こちらは主にふるさ

と納税返礼品経費や代替バス運行補助金などになります。 

 次に、２７ページをお開きください。 

 １１目新拠点構想推進費の支出済額９，２８８万４，０３９円については、役場新庁舎の建設を含

めた新たな拠点を整備するために令和２年度に創設された項目になります。主な支出は全体計画や各

種施設の設計業務委託料などに要した経費になります。次の１２目生活支援対策事業費の支出済額４

億１，７９５万７，７００円につきましても、新型コロナウイルス感染症対策として新たに創設され

た項目になります。主な支出は緊急経済対策として実施された特別定額給付金事業をはじめ、小規模

事業者や生活弱者への支援金、川場村共通商品券発行事業などに要した経費になります。 

 次に、３０ページをお開きください。 

 ３款民生費の支出済額は、５億４，０９０万６，４２６円で、前年度より約１，５１０万円の増額、

率にして２．９％の増加です。増加となった主な要因は、１項３目の老人福祉費においてデイサービ

スセンターの空調設備更新工事や床暖房用ボイラー更新工事等を実施したことによる増加になります。

その他主なものは介護保険事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計への繰出金になります。 

 次に、３２ページをお開きください。 

 ２項児童福祉費の支出済額は２億１，４４９万９，０３１円で、主な支出は児童手当や学童保育等

に要した経費、また、かわば森のこども園への保育給付費負担金などになります。 

 次に、下の３３ページの４款衛生費ですが、支出済額は９，８６２万３４７円で、前年度より約１

億３０万円の減額、率にして５０．４％の減少です。１項保険衛生費の主な支出は、母子保健事業を

はじめ、健康増進事業、また新型コロナウイルスワクチン接種等の準備のために要した経費になりま

す。 

 次に、３７ページをお開きください。 

 ６款農林水産業費の支出済額は２億５，３９７万６，１４９円で、前年度より約７４０万円の減額、

率にして２．９％の減少です。 

 １項農業費の主な支出は、次の３８ページになりますが、３目の農業振興費においては農家住宅改

修工事費、また中山間地域等直接支払交付金になります。また、４目の畜産業費においては、川場  

 用地の購入費などになります。 

 下の３９ページになりますが、８目の土地改良総合整備事業費においては、県の補助金を活用した
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多面的機能支払交付金や小規模農村整備事業、農作業道整備工事等に要した経費になります。 

 続いて、４０ページをお開きください。 

 ２項林業費の支出済額は１億３，３７９万８，７８１円で、主な支出は、２目の林業振興費におい

て企業版ふるさと納税寄附金を原資とした木材の有効活用と農産物ブランド化推進のためのウッドビ

レジ川場への補助金や、県補助金を活用した竹林整備委託料、また、３目の治山林道費においては、

林道太郎線開設工事などに要した経費になります。 

 続いて、下の４１ページの７款商工費ですが、支出済額は１億６，９７０万９，７０９円で、前年

度より約５，１１０万円の増額、率にして４３．２％の増加です。増加となった主な要因は、１項２

目の観光費において、地方創生臨時交付金により道の駅及びホテル田園プラザ、ＷｉＦｉ環境整備工

事をはじめ、テニスコートナイター照明ＬＥＤ交換工事、また、川場村体育館屋内消火栓ポンプ改修

工事等を実施したことによる増加になります。 

 次に、４２ページをお開きください。 

 ８款土木費ですが、支出済額は５億２，２１８万２，７０４円で、前年度より約２億１，０９０万

円の減額、率にして２８．８％の減少です。また、繰越明許費の３億１，８２９万８，０００円につ

いては、村道谷地生品線道路改良事業や谷地橋補修事業、また橋梁点検事業を令和３年度へ繰り越し

たものになります。 

 主な支出は、下の４３ページになりますが、２目の道路新設改良費においては村道谷地生品線道路

改良工事、また３目の橋梁費においては谷地橋補修工事などに要した経費になります。 

 次に、４４ページをお開きください。 

 ４項の公共下水道費の支出済額１億３，１５２万２，０００円については、下水道事業特別会計へ

の繰出金になります。 

 次に、９款消防費ですが、支出済額は９，６８１万７，０５７円で、前年度より約２００万円の減

額、率にして２％の減少です。主な支出は消防団に対する報酬や、消防自動車等の整備、利根沼田広

域消防負担金などになります。 

 続いて、下の４５ページの、１０款教育費の支出済額は２億５，７４７万９，１４６円で、前年度

より約１，５４０万円の減額、率にして５．７％の減少です。 

 主な支出は、次の４６ページになりますが、２目の事務局費において国庫補助金を活用した小中学

校情報通信ネットワーク環境施設整備工事をはじめ空気清浄機や非加熱冷風機等を購入した経費にな

ります。次に、２項小学校費の支出済額は３，４５１万７，３３９円で、主な支出は校舎等の施設管

理委託料や児童の教育に要した経費、また小学校体育館の照明ＬＥＤ交換工事などを実施した経費に

なります。 

 下の４７ページ、３項中学校費の支出済額は３，８９８万４９５円で、主な支出は校舎等の施設管

理委託料や生徒の教育に要した経費、また特別教室の冷房設備工事やトイレ改修工事などを実施した
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経費になります。 

 次に、５０ページをお開きください。 

 ５０ページの下のほうになりますが、６項保健体育費の支出済額は６，８５５万５，４０２円で、

主な支出はスポーツ施設管理運営委託料や学校給食の運営に要した経費などになります。 

 次に、５２ページをお開きください。 

 １２款公債費の支出済額は２億２，８７８万６，９５９円で、前年度より約１，７９０万円の増額、

率にして９％の増加となりました。 

 最後に、５３ページの一番下になりますが、令和２年度の歳出合計は予算現額３８億５，９５３万

３，０００円、支出済額３３億１，４０８万６，４２１円、繰越明許費４億２，５７９万３，０００

円、不用額１億１，９６５万３，５７９円です。なお、予算額に対する執行率は８５．９％です。 

 以上で令和２年度一般会計歳入歳出決算の細部説明を終了いたします。 

○議長（角田文雄君） これをもって提案理由及び細部説明を終わります。 

 ここで、川場村代表監査委員より決算審査の意見書が提出されていますので、決算審査報告をお願

いします。代表監査委員角田 清さん。 

              〔代表監査委員 角田 清君発言〕 

○代表監査委員（角田 清君） 令和２年度決算審査結果報告。 

 監査委員の角田でございます。監査委員を代表いたしまして、令和２年度決算審査結果等のご報告

をさせていただきます。 

 先に村長から地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項に基づき審査に付されました

令和２年度川場村一般会計及び特別会計５件の歳入歳出決算審査及び同付属書類並びに基金の運用状

況審査につきまして、去る８月２３日及び２４日の２日間、役場第２会議室において丸山監査委員と

ともに厳正慎重に審査し、先般その結果を監査意見として村長に提出いたしました。 

 審査の結果の詳細につきましては、令和２年度川場村一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金運

用状況審査意見書に記載してありますのでご参照いただきたいと思います。 

 それでは、審査の結果の概要を申し上げます。 

 まず、令和２年度の一般会計歳入歳出決算は、歳入総額３６億４，８９１万３，０４５円、歳出総

額３３億１，４０８万６，４２１円、歳入歳出差引額３億３，４８２万６，６２４円であり、翌年度

への繰り越し財源を除いた実質収支は２億５，２１２万６，６２４円の黒字でありました。また、こ

の実質収支から前年度の実質収支を除いた単年度収支についても、１，２２７万１，６３５円の黒字

となっております。また、財政調整基金へ積み立てた実質単年度収支については４，７３４万５，６

２３円の黒字でありました。令和２年度の主な事業は、村道谷地生品線の道路改良工事、役場庁舎新

設工事に伴う設計業務委託、小学校・中学校情報通信ネットワーク環境施設整備工事など、それぞれ

の事業において創意工夫がなされ、財政的にも厳しい状況の中で積極的に事業が進められたことが認
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められます。 

 歳入につきましては、村税が歳入全体の１０．６％と低く、主たる内容が地方交付税３６．３％、

特定財源の国県支出金の２３．６％などに依存している状況であります。地方交付税、国県支出金の

安定確保を図るとともに、年度間の調整機能を有する地方債の有効的な活用を図り、適正な財政運用

をしていかなければならないと感じております。 

 歳出につきましては、人件費や扶助費及び公債費など義務的経費が９億４，０４０万５，０００円

で歳出全体の約２８．４％を占めており、前年度より１．６ポイントの減となっております。義務的

経費は経常的に歳出が義務づけられ、あるいは任意削減することができない経費であり、この割合が

高くなると財政構造の硬直化を招く恐れがあります。 

 一方、普通建設事業費が主体の投資的経費は６億１，３２２万６，０００円で歳出全体の１８．

５％であり、前年度より７．５ポイント減少しております。この要因は、村道谷地生品線の橋梁工事

の主要部分が終了したことによるものです。 

 次に、財政力指数は０．２５で前年度と変わりなく、実質公債費率も９．２％と前年度と変わりま

せん。この実質公債費率が高くなるほど財政硬直化の一因となりますので、財政面で慎重な配慮をし

なければならないと思います。 

 川場村においては国の地方創生の方針に歩調を合わせ、住みよい村づくり、雇用創出、子育て支援

等の具体的な施策に戦略的に取り組んでいることは高く評価するところであります。今後も人口減少、

超高齢化社会に伴い、財政への長期的な影響が懸念される中、財政的には厳しい状況態が続くもの

と予想されますが、引き続きより一層の努力をお願いいたしたいと思います。 

 財政運営の状況ですが、川場村が可能な限りにおいて健全な財政のために十分な努力をしているか、

次の３項目に着眼し、財政運営の適否を判断いたしました。 

 まず、歳入歳出の均衡が取れた計画的な財政運営である、次に、財政構造は健全に維持されている

か、そして、最後に住民に対して十分な配慮と努力が積極的になされているかを審査した結果、村税

以外の不納決算に使用料が処理されていました。安易に欠損することは公平性においても問題が生じ

るため、手続をする前に適正な事務処理をされたい。ほかの事務処理は適正にされており、計数等の

誤りも認められず、令和２年度の一般会計決算は適正、妥当であると認めます。 

 これから川場村では継続となる村道谷地生品線の橋梁新設工事や、川場村拠点整備に伴う新庁舎建

設工事、少子高齢化の進展による将来的な児童生徒の減少への対応、教育の質の充実を図るための小

中一貫校の整備等、大きな事業が控えております。地方自治法及び地方財政の趣旨にのっとり、不要

な歳出は極力控えることにより、財政の健全化と適正化を図るよう要望いたします。 

 次に、各特別会計の決算ですが、各会計とも適正に経理が処理されており、格別非違の点は認めら

れませんでした。村民の保健福祉と生活環境整備等の向上に向けての努力が感じられました。これか
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らもそれぞれの事業において最小限の経費で最大限の効果が得られるよう、より一層の努力をお願い

いたします。なお、特別会計においても経理状況や関係書類等も整備されており、適正であると認め

られます。 

 次に、基金の運用状況の審査ですが、積立基金である財政調整基金、減債基金、その他の基金の令

和２年度末の基金残高は１４億３，４９７万５，１１４円になります。これらは条例に基づき適正に

運営されているか、運用益の取扱い方法はどうか、運用状況を示す書類にて確認をしたところ、これ

らは適正に処理をされていると認められます。 

 最後に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、村長から審査に付託されました令和

２年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業会計資金不足比率につきましては、審査いたしまし

たところいずれも適正であると認められました。この結果審査意見として村長に提出いたしましたこ

とを併せてご報告いたします。 

 川場村民が健康で安心して暮らせ、そして活力ある村、幸せを実感できる村づくりのために、行政

と議会の皆様方のさらなるご尽力をお願い申し上げ、簡単ではありますが決算審査報告とさせていた

だきます。 

 以上。 

○議長（角田文雄君） 以上で、令和２年度決算審査報告を終わります。 

 角田代表監査委員には大変ご苦労さまでした。 

 お諮りいたします。 

 日程第１２、認定第１号 令和２年度川場村一般会計歳入歳出決算の認定についての件から、日程

第１７、認定第６号 令和２年度川場村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についての件までの

６件については、決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第１号 令和２年度川場村一般会計歳入歳出決算の認定についての件から、認定

第６号 令和２年度川場村下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についての件までの６件について

は、決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

 引き続いて、決算審査特別委員の選任を行います。 

 お諮りします。 

 決算審査特別委員の選任については、委員会条例第７条第２項の規定により、お手元に配付した名

簿のとおり指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、決算審査特別委員はお手元に配付した名簿のとおり選任することに決定しました。 

 決算審査特別委員会を委員会条例第９条第１項の規定により、本日の本会議終了後、特別委員会室

において開催いたします。 

 ただいま議題となっております、認定第１号から認定第６号までの６件につきましては、本日は提

案理由の説明のみでありますのでご了承願います。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１８ 報告第４号 株式会社田園プラザ川場の経営状況に関する書類の提出について 

○議長（角田文雄君） 日程第１８、報告第４号 株式会社田園プラザ川場の経営状況に関する書類

の提出についての件を議題といたします。 

 村長から報告を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、報告第４号 株式会社田園プラザ川場の

経営状況に関する書類の提出についてご報告申し上げます。 

 地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、法人の経営状況等に関する関係書類を提出し、ご

報告申し上げるものでございます。 

 なお、今回提出いたしました関係書類については、令和３年６月２５日開催の株主総会において承

認をいただいておりますことを申し添え、ご報告といたします。 

○議長（角田文雄君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第４号の報告を終わります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１９ 報告第５号 川場村土地開発公社の経営状況に関する書類の提出について 

○議長（角田文雄君） 日程第１９、報告第５号 川場村土地開発公社の経営状況に関する書類の提

出についての件を議題といたします。 

 村長から報告を求めます。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、報告第５号 川場村土地開発公社の経営

状況に関する書類の提出についてご報告申し上げます。 

 地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、法人の経営状況等に関する関係書類を提出し、ご

報告申し上げるものでございます。 

 なお、今回提出いたしました関係書類については、令和３年５月１１日開催の理事会において認定

をいただいておりますことを申し添え、ご報告といたします。 
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○議長（角田文雄君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第５号の報告を終わります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２０ 報告第６号 株式会社ウッドビレジ川場の経営状況に関する書類の提出について 

○議長（角田文雄君） 日程第２０、報告第６号 株式会社ウッドビレジ川場の経営状況に関する書

類の提出の件を議題といたします。 

 村長から報告を行います。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、報告第６号 株式会社ウッドビレジ川場

の経営状況に関する書類の提出についてご報告申し上げます。 

 地方自治法第２４３条の３第２項の規定により法人の経営状況等に関する関係書類を提出し、ご報

告申し上げるものでございます。 

 なお、今回提出いたしました関係書類については、令和３年６月２４日開催の株主総会において承

認をいただいておりますことを申し添え、ご報告といたします。 

○議長（角田文雄君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第６号の報告を終わります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２１ 報告第７号 川場村財政健全化判断比率報告書について 

○議長（角田文雄君） 日程第２１、報告第７号 川場村財政健全化判断比率報告書についての件を

議題といたします。 

 村長から報告を行います。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、報告第７号 川場村財政健全化判断比率

報告書についてご報告申し上げます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、健全化判断比率を監査委員の意見書を

つけて報告するものであります。 

 まず、実質赤字比率は一般会計の実質収支額が黒字であり、実質赤字比率は算定されません。 

 次に、連結実質赤字比率は、一般会計の実質収支額と特別会計の剰余金が黒字であり、連結実質赤

字比率は算定されません。 
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 次に、実質公債費比率は９．２％で、早期健全化基準の２５％を下回っております。 

 次に、将来負担比率は１４．５％で、早期健全化基準の３５０％を下回っております。 

 以上のとおりご報告を申し上げます。 

○議長（角田文雄君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第７号の報告を終わります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２２ 報告第８号 川場村公営企業資金不足比率報告書について 

○議長（角田文雄君） 日程第２２、報告第８号 川場村公営企業資金不足比率報告書についての件

を議題といたします。 

 村長から報告を行います。村長。 

              〔村長 外山京太郎君発言〕 

○村長（外山京太郎君） ただいま議題となっております、報告第８号 川場村公営企業資金不足比

率報告書についてご報告申し上げます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、資金不足比率を監査委員の意見書をつ

けて報告するものであります。 

 川場村公営企業資金不足比率は、全ての公営企業会計に資金不足はありませんので、資金不足比率

は算定されません。 

 以上のとおりご報告申し上げます。 

○議長（角田文雄君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

              〔「進行」の声あり〕 

○議長（角田文雄君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、報告第８号の報告を終わります。 

     ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎散  会 

○議長（角田文雄君） これで、本日の日程は全て終了いたしました。 

 なお、９月１３日は午前９時から本会議を開催いたしますので、定刻までにご参集ください。 

 本日は、これにて散会いたします。 

   午前１１時０９分散会 

 


